
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

春日・ユリア・エーレンベルク

ノイマン
ハヌマーン

UGNエージェントC

23

生誕

名家の生まれ

妄想

夢

UGNエージェント

女性

31

知識の探求

1
1
4
2

0
0
1
0

0
0
3
1

1
1
8
3

30
10
10
15
30

7
3 1

レネゲイド
薬学

人間性

FH
裏社会
UGN

2 7
3
1

3
4
3

ワンダフル！
ファビュラス！！

ＲＣ
ＲＣ

8r+7
8r+7

11
14

1+2+3 装甲無視
1+2+3 装甲無視

0 0

不死者
春日・ルイ・エーレンベルク

春日恭二
ルイ（バイク）

慈愛
尊敬
慈愛

嫉妬
劣等感
偏愛

FHブレードバイク
エンブレム：春日一族

ネモフィラ号
エンブレム：ヘイトレッド
エンブレム：覇者の印
【使用済】エンブレム：トゥルーアビス

8

ワーディング

リザレクト

ｺﾝｾﾝﾄﾚｲﾄ:ﾊﾇﾏｰﾝ

振動球

さらなる波

勝利の女神

ﾁｪﾝｼﾞ

ﾗｽﾄｱｸｼｮﾝ

ﾌﾞﾘｯﾂｸﾘｰｸ

ｱﾄﾞｳﾞｧｲｽ

ﾄﾞｸﾀｰﾄﾞﾘﾄﾙ

真偽感知

★

0

2

1

5

1

1

1

1

2

1

1

-

1d10

2

3

2

4

3

5

4D10

4

2

オート

気絶時

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ｲﾆｼｱﾁﾌﾞ

ﾒｼﾞｬｰ

常時

ﾒｼﾞｬｰ

視界

-

視界

視界

至近

至近

視界

視界

至近

視界

シーン

自身

単体

単体

自身

単体

単体

自身

単体

自動

自動

対決

対決

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

-

↓100

100

100

100

120

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv

攻撃力+Lvの射撃攻撃。装甲無視。

ｼﾝﾄﾞﾛ。攻撃力+[Lv*2]

対象の判定直後、達成値+[Lv*3]。ラウンド一回まで

単体攻撃を引き受ける。1ﾗｳﾝﾄﾞ1回。

戦闘不能時にﾒｲﾝ可。1ｼﾅﾘｵ1回。行動済みでも可能。

ｲﾆｼｱﾁﾌﾞにﾒｲﾝ可。1ｼﾅﾘｵ1回。行動済でも可能。

対象が次に行うﾒｼﾞｬｰのC値を-1（下限値6）し、判定に+[Lv]D

世界中の言語を使い、動物とも意思疎通可能。場合によっては＜交渉＞判定。

声色から嘘を見抜く。場合によってはRC判定。

◆「Chosen OneS」後のステータス成長内容
・エフェクト「ブリッツクリーク」Lv1, 「ラストアクション」Lv1取得。
・イージーエフェクト「真偽感知」Lv1取得。
・技能＜RC＞+Lv2, <意志>+Lv2,＜情報：UGN＞新規Lv3, <情報：FH>+Lv2, <情報：裏社会>+Lv3, ＜知識：レネゲイド＞+Lv2,
＜知識：薬学＞新規Lv3で取得。
・アイテム「エンブレム：春日一族」「ネモフィラ号」取得。

◆「Chosen OneS」以降のプロフィール
謎の「忍者」に弟ルイを惨殺されたことで怒り狂い、復讐を誓っている。
「忍者」の足取りを追うために独自の調査を続けており、「奴はルイが味わった以上の苦しみを与えて殺す」と口にしている。
社会性は以前とそれほど変わらない（悪化しようがないともいう）が、精神的不安定さと自己完結癖は酷くなっている。

前回の事件の後に現れた、ルイの声で喋る「ネモフィラ号」のことは「ルイが自分の復讐を手伝うためにやってきた」と考えている。ルイのように溺愛しており
、毎日乗り回してはピカピカになるまで手入れをしている。その様子は縋るような、依存に近いものである。

ライフワークである研究は継続しており、以前以上にのめりこんでいる。彼女にとって研究とは己の存在証明でもあるため、やめてしまえばジャームに堕ちかね
ない。
「復讐を達成できるならばジャームへ堕ちても構わないのか？」という疑問が時折脳裏をよぎるが、極力考えないようにしている。事件直後のメンタルであれば
あるいはそうだったかもしれないが、ネモフィラ号の存在により少しだけ持ち直している。

斯様に、非道な研究と弟のような何かが人間性を繋ぎとめている、というかなり不安定な状態に陥っている。彼女がそれに耐え切れなくなる日は近い……のかも
しれない。

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

